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ホタテガイ垂下養殖実態調査-ⅠⅠ

(昭和59年11月)
∫

青山 禎夫 ･田中 俊輔 ･平野 忠 ･中村 俊毅 ･対席 廉介 (水産増殖

センター) ･富永 祐二 ･苫米地昭一 ･塩垣 優 ･山内 高博 (青森地方

水産改良普及所) ･川村 幸一 ･長津 秀二 ･中西 広義 (むつ地方水産業

改良普及所) ･加藤 徳雄 ･三戸 芳典 (漁業振興課)

年2回 (春､秋)実施している垂下養殖実態調査の秋期調査である｡

今年の特徴は春期における著しい低水温のためホタテガイの産卵､浮遊幼生の出現､椎貝の付着

が例年に比して1-1.5ケ月遅れ (別項 :ホタテガイ天然採苗予報調査参照)､この影響が長期に

およんだ､したがって､この調査も例年より約 1ケ月遅く実施することとなった｡

なお､実施項目は養殖貝実態調査のみで養殖数量調査はおこなわれなかった｡

養殖具実感調査

調 査 内 容

仙 調 査期 間 :昭和59年11月19日～26日

(2)調査場 所 :陸奥湾内 (平舘村～脇野沢村)12漁業協同組合地先

(3)調査対象貝 :昭和59年および58年産ホタテガイ

(4)調査対象者､調査点､調査個体数 :義-1のとおり

(5)調査方 法 :全養殖漁業指の2.5%を基準に無作為抽出した調査対象者のホタテガイを沖どり

調査した (原則として1人 2点)｡従来は全養殖漁業指の5%を基準に抽出調査

することを原則としていたが､今年は前述とした低水温による諸現象の遅れに伴

い､分散時期も遅れ海象条件が厳しい時期となったので､例外的に2.5%抽出調

査となった｡

表-1 調査対象者 ･調査点 ･調査個体数

産 年 方 法 .用 途 *1調査対象者数 (人) 調 査 点 数 (点) 調査個体 数

(個)昭 和58 年産 貝 丸 篭 16 1

6 1,784パ ー ル ネ ッ ト

9 9 931耳 づ り 16 16 2,127

小 計 41 41 4,842昭 昭5

9 年産 貝 養 殖 用 43

42 7,972

地 ま き 用 6 7 2,04

2そ の 他 0 0 0
小 計 49 49 10,

014合



調 査 結 果

地区別の半成貝 (58年産貝)と椎貝 (59年産貝)のへい死率､異常貝出現率を､昭和53年以降の

結果とともに表-2に示した｡また､養殖方法別結果を表-3に､組合､支所別の58年産半成貝の

結果を表-4に､59年産椎貝の結果を義一5に示した.

義-2 地区別へい死率及び異常貝出現率の年度別推移
(単位 :%)

I月の種類 調査 上 磯 地 区 青 森 地 区 平 内 地 区 上 北 地 区 下 北 地 区 全 湾 平 均へい 異常貝 へい 異常貝 へい 異常貝 へい 異常貝

へい 異常貝 へい 異常貝年度 死率 出現率 死率 出現率 死率

出現率 宛率 出現率 死率 出現率 死率 出現率半 成 貝(前 年産 貝 ) 59 9.3 9.3 7.7 6.7

25.9 ll.5 10.2 10.5 5.4 17.6 13.7 ll.558 5.0 2.4 20.2 12.1 27.5 ll.7 34.3 21.5 25.8 24.9 25.3

13.557 4.2 3.8 30.7 27.8 7.5 6.0 8.8 8.4 2.8 5.3

9.9 8.356 63.4 30.3 55.1 34.4 19.5 12.9 27.0 15.7 4

7.5 16.9 30.9 15.955 15.7 ll.4 29.2 16.5 35.4 20.3

17.2 13.6 ll.3 ll.3 25.6 ll.854 36,7 17.5 23.1 8.2 21.0 7.3 20.7 13.9

18.8 13.8 24.0 10.553 91.8 66.7 56.3 6.8 35.1 4.3 46.7 16.2

ll.7 1.7 38.2 6.0匪)へい死率 : ×100(%) 異常貝出
現率死 月 数 L,.̂ ,̂∩/､ 前.qE].‖†口よ 異常負数調査月数 ′､▲

vv＼ルノ 【r17〈H,JBT '生 月 数×100(%)貝の種類 調査年度 上 磯 地 区 青 森 地 区 平 内 地 区 上 北 地 区 下 北 地 区 全 湾 平 均へい 異常貝 へい 異常貝 へい 異常貝 へい 異常貝 へい 異常貝 へい 異常貝死率 出現率 死率 出現率 死率

出現率 死率 出現率 死率 出現率 死率 出現率椎 貝(当 年産 貝 ) 59 1.7 1

7.2 1.4 8.2 3.5 2.3 1.2 4.3 6.3 4.4 3.2 5

.958 12.0 7.8 15.9 ll.9 ll.2 20.7 10.3 32.4

5.5 23.2 8.0 22.557 6.5 12.4 7.1 24.0 3.2 2

1.5 3.1 4.7 2.9 4.5 4.3 14.956 1.7 3.1 4.7

3.0 1,2 1.1 2.0 0.4 1.1 0.6 2.0 1.355 2.0 0.4 12.7 0.7 6.5 1.6

7.7 1.5 8.5 t2.3 7.1 1.254 18.6 3.2 16.8 4.9 9.1 8.0 13.1 7.5 9.8 2.4 ll.4

3.753 47.0 6.4 16.5 3.2 15.2 1.0 15.8 0.8 18.7 018



養殖方法別では､へい死率は耳づりが19.2%と最も高く､ペールネット (ll.3%)､丸篭

(5.7%)の順となり､異常貝出現率は丸篭14.1%､耳づり11.0%､パールネット7.1%の順と

なった｡今年の成績は､養殖方法別の差よりも地元産貝と保有数不足による移入貝 (他地区産貝)

との差が目立った (へい死率は地元産9.4%に対し､他地区産37.1%､異常貝出現率は10.5% :

19.0%)0

成長についてみると､平均殻長8.1m､平均全

重量66.49で､前年の8.6m､77.79に較べて不

振であった｡昭和55年以降の平均全重量の推移を

図-1に示すが､かつて最も良い成績を示した耳

づりが最も悪い状況となっている｡養殖方法別の

全重量組成を図-2に示す｡

養殖方法別の収容数と垂下連の間隔をみると､

丸篭11個/段 (72m)､パールネット13個/段

(54m)､耳づり132個/逮 (64m)と1段 (逮)

あたりの収容数では､前年に較べて丸篭は同数､

パールネット､耳づりは減少している｡しかし､

段 (逮)あたりの収容数と､連間隔から幹綱 1m

あたりの垂下数を求めると (図-3)､丸篭158

個/n､パールネット202個/7n､耳づり214個

/nとなり､県の指導値である150個/n以内よ

り依然としてかなり多くなっている｡

養殖篭および貝-の付着物量 (1連あたり)は､

丸篭0.6kg､パールネット2.7kg､耳づり0.7kg

で､例年に較べて少なかったが､これは､今年の

秋の分散作業が特に遅かったことによるものと思

われる｡

なお､付着物の主な種類は.､丸篭ではムラサキ

イガイ､ホヤ類､パールネットではムラサキイガ

イ､キヌマトイガイ､ホヤ類､耳づりではムラサ

キガ イであった｡

2) 59年産貝 (椎貝)

へい死率および異常貝出現率は全湾平均で3.2

% (分散すみの貝は2.6%)､5.9% (同6.2

%)となり前年調査に較べて減少した｡

地区別でみるとへい死率は下北地区が6.3%で

最も高く､異常貝出現率は17.2%の上磯地区が最

も高かった｡

/I

90

平 80

均 70

重 60

量 50

55 56 57 58

調査年度

図-1 養殖方法別平均重量の推移
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分散ずみの椎貝について用途別にみると､養殖

用はへい死率が2.6%､異常貝出現率が5.5%に

対 して地まき用は-い死率が2.6%､異常貝出現

率が13.1%と地まき用の椎貝の成績が悪かった｡

しかし､前年および前々年調査結果よりも好転し

ていることから､この椎貝が成貝として水揚げさ

れる61-62年の地まき生産量は増大するものとみ

なされる｡

パールネット1段あたりの椎貝収容数は養殖用

は19個/段､地まき用は34個/段 (いずれも分散

すみのもの)となっている｡収容数と垂下連の間

隔から幹綱 1mあたの垂下個数を求めると､養殖

数
150 170 170丸篭

158 158

5657 58 59年度

図-3 幹綱 1mあたりの垂下個数(秋調査)

用は298個/n､地まき用は665個/nとなる.なお､パールネット1段あたりの収容数の頻度

分布を図-4に示す｡

椎貝の大きさは､全体で平均殻長2.7C臥 平均全重量2.49と前年の調査結果の各々3.1m､

4.09より大巾に小型であった.これは､春期における著 しい低温による遅れが依然として影響

しているためと思われる｡

椎貝の全重量組成を図-5一山に､用途別 (養殖用､地まき用)の組成を図-5-(2)に示した｡
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義一3 養殖方法別結果

貝の種類 区 分 調 査 点 へ い 死 率(%) 異 常 貝 出 現 率

(%)半成負 丸 篭 16(30) 5.7(21.4) 14

.1(19.7)パ ール ネ ッ ト 地 元 産 8(24) ll.4(14
.7) 7.1(7.8)

他 地 区 産 1 5.8 4.0計 9(24)

ll.3(14.7) 7.1(7.8)耳 吊 り 地 元 産 12(
51) ll.9(30.7) 8.6

(14.8)他 地 区 産 4 37.5 19.3計 16(51) 19.2(30.7) ll.0(14.8)

計 地 元 産 36(105) 9.
4(25.3) 10.5(13.5)他 地 区 産 5 37.

1 19.0合 計 41(105) 13.7(25.3) ll.5(13.

5)樵負 義殖用 地元産 .分散済 32(72) 2

.5(7.5) 6.2(15.2)〟 .末分散 5(16) 1

.2(55.5) 8.6(10.3)他地区産 .分散済 5

(18) 3.4(18.2) 1.0(32.1)小 計 分散済

37(90) 2.6(9.4) 5.5(17.9)計 (平均) 42(1

06) 2.4(14.0) 5.8(17.6)地普き
用 地元産 .分散済 2(21) 2.6(7.3) 13.

1(25.2)〟 .未分散 5( 6) 7.0(44.3)

3.3(9.4)計 (平均) 7(27) 5.

7(9.4) 6.3(24.6)その他 地布

産 .分散済 0( 2) - (3.1) - (12.7)〟 .未分散

0( 6) - (60.2) - (4.2)計 (平均)

0( 8) - (39.8) - (9.1)計(平 分 地 元 産

34(95) 2.5(7.3) 6.9(21.9)散 他 地 区 産

5(18) 3.4(18.2) 1.0(32.1)済 計 (平均) 39(



():58年秋の調査結果

r平 均 殻 長 平 均 重 量 収 容 数 連 の 間 か く 幹綱 1れ当りの収 容 数 (個) 1連 当 り の付 着 物(吻)(a) (グ) (個/

段) (cm)8.1(8.6) 66.3(78.5) ll (ll) 72(68) 158(

158) 0.6(4.0)8.6(8.8) 73.3(80.9) 13.4(14) 56(51)

200( 225) 2.9(5.4)8

.6 72.0 ll 39 221 1.08.6(8.8) 73.1(80.9) 13

(14) 54(51) 202( 225) 2.7(5.4)7.9(8.5) 65.2(75.6) 124.7(150) 64(61) 198(

267) 0.6(7.4)7.5 57.9 156 65 260 1.17.8(8.5) 63.4(75.6) 133 (150) 64(61) 214( 267) 0.7(7

.4)8.2(8.6) 67.5(77

.7) 66(61) 181( 226) 1.1(6.0)7.7 60.7

60 253 1.18.1(8.6) 66.4(77.7)

65(61) 189( 226) 1.1(6.0)2.8(3.2) 2.5

(4.3) 19 (23) 58(54) 304( 408)2.7(3.2)

2.9(4.1) 54 (75) 57(47) 780(1,439)2.6(3.0) 1.9(3.5) 17 (15) 51(44) 262( 27

6)2.8(3.2) 2.5(4.1) 19 (22) 57(52) 2

98( 381)2.8(3.2) 2.5(4.1) 23 (30) 57(51)

356( 541)2.5(3.1) 1.8(3.8) 34 (61) 50(6

5) 665( 784)2.1(3.0) 1.4(3.4)

90 (110) 73(55) 855(1,789)2.2(3.1) 1.5(3.7) 74 (72) 67(63) 801(1,0

09)-(3.2) - (3.8) - (35) - (51) -( 521-

)-(3.0) - (3.2) - (110) - (58) -(2,050

)-(3.0) - (3.3) - (105) - (57) -(1,668

)2.8(3.2) 2.5(4.1) 20 (32) 57(57) 325(

493)2.6(3,0) 1.9(3.5) 17 (15) 51(44) 262(



義一4 組合別58年産半成貝結果

-
tt8
-

漁 協 .支 所 パ ー ル ネ ッ ト 丸 篭 耳

吊 り調査 収容数 へしヽ死率㈲ 異常貝出現率㈲ 殻長 重量 調査 収容数 へしヽ苑率㈲ 異常貝出現率㈲ 殻長 重量 調査 収容数 へしヽ死率㈲ 異常貝出現率㈲ 殻長 重量点数 (個/段) 何 (9) 点数 (個/段

) 帥 (g) 点数 (個/逮) 帥 (9)平 舘 村蟹 田 町蓬 田 村後 潟 1 9.3 14.3 22.0 8.8 75.0 121 12.413.18.1 22.60.80.0 4.0

10.010.0 8.98.18.1 52.064.870.0育森市 奥 内油 川沖 館青 森造 道原 別野 内久 栗 坂 211 17.59.713.6 15.11.04.2 8.02.008.38.89.1 67.575.087.5 111 10.110.08.5 1.05.01.5 4.038.08.0 9.48.48.9106.877.585.0

小 計 4 13.6 17.5 3.3 8.7 76.7 3 9.5 2.5 16.7 8.9 89.8平内町野横む田川脇∠口ゝ 土 屋茂 浦浦 田 11 1畠.910.8 10.85.8

6.04.0 8.48.6 70.072.0 12 12.512.5 012.6 6.024.0 8.27.8 65.055.8 1 172 1.7 6.0 8.0 70.4東 田 沢小 湊滑 水 川 11 8.416.9

3.74.2 12.02.0 8.98.4 80.563.0 234 118109166 5.220.733.4 2.04.019.0 8.08.27.2 69.571.552.7小 計辺 地 町浜 町つ 市名 部内 町野 沢 村計 49 12.513 14.5ll.3 6.07.1 8.68.6 71.473.1 332116 12.510.8ll.715.4ll 8.44.26.37.15.7 18.022.713.016.014.1 7.97.4



義-5-(1)組合別59年産稚貝の用途別結果 (地元産貝で分散済みのもの)

I

t
t
9
-

漁協.支所 養 殖 用 地 ま き 用

平 均調 収容数(個/段)幹綱 1 へい 異常貝 殻長(n) 重量(グ) 調 収容数(個/段)幹綱 1 へい 異常貝 殻長(n) 重量(9) 調 収容数(個/段)幹綱 1 へい 異常貝 殻長(n) 重長(g)査点 m当り収容数 死率 出現率 査占ヽ m当り収容数
死率 出現率 査点 m当り収容数 死率 出現

率数 ㈹ 囲 囲 義 ㈹ 朗 (錫 & ㈹ 朗 朗平 舘 村蟹 田 町蓬 田 村後 潟 211 丸44パ141215 860218471186 0.82.20.00.8 26.024.018.012.0 2.52.62.73.1 1.72.02.0

3.0 1 27 760 3.4 18.0 2.6 2.0 2 20 616 1.7 18.0 2.7 2.0二∃三日森市 奥 内油 川沖 館青 森造 道原 別野 内久栗坂 21111 2220141413 321136206218155 04.91.50
1.0 9.012.0004.0 3.12.81.73.42.6

3.02.52.34.42.1小 計 6 17 207 1.5 5.0 2.7 2.9平内町 土 屋茂 浦浦 田東田沢小 湊漕水川 22145 ll丸19パ1281817 151212255111268279 008.29.02.64.3 008

.010.01.03.2 3.02.93.52.92.82.7 2.83.04.92.72.82.2小 計 14 14 213 4.0 3.7 3.0 3.1野 辺 地 町横 浜 町む つ 市田 名 部川 内 町脇 野 沢 村合 計 421132 1930252219 277518267219304 1.802.02.8



義-5-(2) 組合別59年産椎貝の用途別結果 (地元産貝で未分散のもの)

漁協●支所 養 殖 用 地 ま き

用調査点数 収容数 幹収柄n%当り数 へしヽ宛率 異常負也現率 戟長 重量 調査点数 収容数 幹収柄1n%当り数 へしヽ死率 異常負出現率 殻長 重量(個/段)㈹ ㈲ ㈲ 函 (

g) (個/段)個 ㈲ ㈲ 帥 (g)平 舘 村蟹 田 町蓬 田 村 1 18 229 1.7 4.0 2.4 1.7

後 潟 1 128 ,561 0.8 32.6 2.5 1.7∃三日森市 奥 内油 川沖 館青 森造 道原 別野 内 1 24 386 1.102.2 2.6 1 463 800
0.501.8 2.1久栗坂 1 85 ,518 2.3 2.0 2.6 1.

8小 計 2

平内町 土 屋茂 浦浦 田東田沢小 湊溝水川 1 13 2170
04.0 6.7小 計 1

13 217004.0 6.7野辺地町

横 浜 町む つ 市 1 62 891 28.0 8.0 2.2 1

.3田 名



義-5-(3)組合別59年産椎貝の用途別結果 (他地区産貝で分散済みのもの)

漁 協 .支 所 養 殖 用

調査点数 収 容 数(個/段) 幹網 ln当り1収 容 数(個) -い死率(%) 異 常 貝出 現 率(%) 殻 長(a,)

重 量(9)平 舘 村蟹 田 町蓬 田 村後 潟

二≡l三日森市 奥 内油 川沖 飽青 森造 道原 則野 内久 栗 坂 1 12

190 5.2 -4.0 3.0 2.7小 計

1 12 190 5.2 4.0 3.0 2.7平内町 土 屋茂 浦浦 田 11 1

921 277451 00 00 2.42.7 1.4

2.0東 田 沢小 湊清 水 川̀ 2 16 196

6.0 3.0 2.5 1.8小 計 4 19

308 2.0 1.0 2.5 1.7野 辺 地

町横 浜 町




